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平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
本
年

度
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
公
債
費
や

扶
助
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
行
政
の
ム
ダ

を
な
く
す
こ
と
を
基
本
と
し
、

行
財
政
改
革
を
引
き
つ
づ
き
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ん
に
は
意
識
変
革
を
お
願

い
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
安

全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
に
向
け
、
一
層
の
努
力
を
お

誓
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。�

　
本
年
度
予
算
に
お
い
て
歳
入

は
、
町
税
の
減
少
を
見
込
む
一

方
、
歳
入
の
四
割
以
上
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
、
「
地
方
再

生
対
策
費
」
に
加
え
、
新
た
に

「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」
が

盛
り
込
ま
れ
る
た
め
、
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。�

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公

債
費
の
償
還
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
た
め
新
規
事
業
、
特
に
投
資

的
事
業
を
極
力
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
継
続
事
業
お
よ
び
ソ
フ

ト
事
業
を
中
心
に
計
上
し
て
い

ま
す
。総
体
的
に
、昨
年
よ
り
さ

ら
に
、
厳
し
い
予
算
編
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
国
・

県
な
ど
の
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
財
源
を
確
保
し
、
住
民
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
と
め
て

い
き
ま
す
。�

本
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、

○
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
設�

○
中
学
校
の�

　
全
学
年
二
学
級
確
保
対
策�

○
高
齢
者�

　
買
物
困
難
地
域
緊
急
支
援�

○
妊
婦
検
診
の
十
四
回
の
支
援�

○
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交

　
付
金
事
業
及
び
緊
急
雇
用
創

　
出
事
業�

を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
平
成
二
十
年
度
補
正

で
予
算
計
上
し
た
、
次
の
事
業

は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
実
施

し
て
い
き
ま
す
。�

○
江
尾
小
体
育
館
改
築
工
事�

○
江
尾
小
通
学
路
改
良
工
事�

○
町
道
小
原
線
、
江
尾
杉
谷
美

　
用
原
線
道
路
改
良
工
事
お
よ

　
び
バ
ス
廻
し
場
舗
装
・
区
画

　
線
整
備
工
事�

○
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
等�

行
財
政
方
針
に
つ
い
て�

【一般会計】町が基本的な施策をまかなう予算�

【特別会計】一般会計と区分し、特定の事業を行う

　　　　　　予算�

【町　　税】みなさんが納めた税金�

【繰 入 金】各種基金の取り崩しによって繰り入れ

　　　　　　たお金�

【分担金・負担金】特別の利益を受けた方から負担して�

　　　　　　いただいたお金�

【諸 収 入】雑入など、その他のさまざまな収入�

【地方交付税】所得税など国が徴収した税金の中から、

　　　　　　町の財政状況に応じて交付されるお金�

【町　　債】町の借金。大きな事業を行うために国

　　　　　　や金融機関から借り入れたお金�

【国・県支出金】特定の目的のために国や県から交付さ

　　　　　　れるお金�

【自主財源】町独自に入ってくるお金�

【依存財源】国や県から交付や、借り入れたお金�

【人 件 費】町職員の給与や、町議会議員などの報酬�

【扶 助 費】法令に基づき支出される経費。児童手

　　　　　　当、医療扶助など�

【公 債 費】借り入れたお金の返済金�

【普通建設事業費】道路など整備するためのお金�

【積 立 金】積み立てたお金�

【物 件 費】消耗品、臨時職員賃金など�

　
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
が�

三
月
十
九
日
議
会
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
一
般
会
計
二
十
九
億
五
千
八
百
万
円
、
特
別
会
計
十
七�

億
六
千
五
百
九
十
一
万
円
、
合
わ
せ
る
と
四
十
七
億
二
千�

三
百
九
十
一
万
円
と
な
り
ま
す
。�

当
初
予
算

当
初
予
算�
当
初
予
算

当
初
予
算�
当
初
予
算�
平成21年度�

人件費�
6億1,227万円�
20.7％�

公債費�
8億7,008万円�
29.4％�

扶助費�
1億1,896万円�
4.0％�

普通建設事業�
5,015万円�
1.7％�

補助費等補助費等�
5億2,9862,986万円万円�
17.917.9％�

補助費等�
5億2,986万円�
17.9％�

物件費物件費�
3億8,8058,805万円万円�
13.113.1％�

物件費�
3億8,805万円�
13.1％�

その他その他�
3億4,9634,963万円万円�
11.811.8％�

その他�
3億4,963万円�
11.8％�

貸付金�
3,900万円�
1.3％�

人件費�

公債費�

扶助費�

普通建設事業�

補助費等�

物件費�

貸付金�

その他�

町民一人あたりに使われるお金�特別会計当初予算�

169,228円�

146,451円�

107,255円�

96,636円�

240,486円�

32,880円�

13,861円�

10,779円�

5万� 10万� 15万� 20万� 25万�

会 計 名 � 平成21年度�平成20年度�

250万円�

4億914万円�

2億9,403万円�

1,602万円�

4億3,494万円�

236万円�

3,763万円�

4,411万円�

－�

6,201万円�

1億3,243万円�

2億4,763万円�

554万円�

6,765万円�

393万円�

150万円�

449万円�

17億6,591万円�

319万円�

3億5,971万円�

3億579万円�

1億719万円�

4億2,260万円�

242万円�

3,521万円�

7,517万円�

418万円�

－�

9,420万円�

2億1,700万円�

549万円�

6,397万円�

382万円�

145万円�

450万円�

17億589万円�

78.4％�

113.7％�

96.2％�

14.9％�

102.9％�

97.5％�

106.9％�

58.7％�

皆減�

皆増�

140.6％�

114.1％�

100.9％�

105.8％�

102.9％�

103.4％�

99.8％�

103.5％�

対前年比�

合 計 �

住宅新築資金等貸付事業�

国民健康保険(事業勘定）�

国民健康保険(施設勘定）�

老人保健�

介護保険事業(保険事業勘定）�

介護保険事業(サービス事業勘定）�

介護老人保健施設�

後期高齢者医療�

笠良原市民農園�

索道事業�

簡易水道事業�

農業集落排水事業�

林業集落排水事業�

特定環境保全公共下水道事業�

江尾財産区�

神奈川財産区�

米沢財産区�

町税の推移�

8億5,046万円�

7億2,241万円�

町民税�

固定資産税�

軽自動車税�

たばこ税�

義務的経費�
54.1％�

投資的経費投資的経費�
1.71.7％�

投資的経費�
1.7％�

その他経費その他経費�
44.244.2％�
その他経費�
44.2％�

歳出総額�
29億5,800万円�

平成17年度�平成18年度� 平成19年度� 平成20年度�平成21年度�

29億3,100万円� 29億5,800万円�29億1,000万円�

一般会計の推移�

40億�

30億�

20億�

10億�

0％�

20％�

40％�

60％�

80％�

100％�

120％�

平成21年度�

10億�

9億�

8億�

7億�

6億�

5億�

4億�

3億�

2億�

1億�

0
997997万円万円�997万円�1,024万円�

平成17年度�

973973万円万円�973万円�
1,387万円�

7,377万円�

7億9,923万円�

平成18年度�

978978万円万円�978万円�
1,017万円�

6,661万円�

9,530万円�

7億6,886万円�

平成19年度�

1,0081,008万円万円�1,008万円�1,008万円�

1億82万円�

町税�
8億3,792万円�
28.3％�

繰入金繰入金�
1億5,0225,022万円万円�
5.15.1％�

繰入金�
1億5,022万円�
5.1％� 諸収入�

7,858万円�
2.7％�

分担金及び負担金�
2,910万円　1.0％�

その他�
6,987万円　2.4％�

国県支出金�
2億8,747万円�
9.7％�

地方交付税地方交付税�
1212億8,0008,000万円万円�
43.343.3％�

地方交付税�
12億8,000万円�
43.3％�

地方特例交付税�
176万円　0.1％�

その他�
6,518万円�
2.2％�

町債�
1億5,790万円�
5.3％�

自主財源自主財源�
39.439.4％�
自主財源�
39.4％�

依存財源依存財源�
60.660.6％�
依存財源�
60.6％�

歳入総額�
29億5,800万円�

7億4,291万円�

平成20年度�

1,0151,015万円万円�1,015万円�660万円�

9,879万円�

4040億1,8001,800万円万円�40億1,800万円�

3434億3,8003,800万円万円�34億3,800万円�

114.0％�

85.6％� 84.6％�

100.7％� 100.9％�

金　額�

対前年比�

＝
小
さ
く
と
も
元
気
で
明
る
い�

　
輝
き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
＝�
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平成平成212 1年度主な事年度主な事業�平成21年度主な事業�

６０�

１４�

４８６�

７,４３３�

９１９�

６�

２４０�

１０７�

５０�

１０３�

５７�

７８�

５７２�

３９�

２２０�

９４９�

１４０�

１,７３６�

３８０�

１５８�

３６９�

８,８２５�

１００�

３０�

４５０�

１５０�

６６８�

３,３９３�

３５０�

８３７�

９９６�

７７０�

１８８�

７９�

�

４,８２０�

１４,８６７�

事業内容� 事業費�

公園芝生化事業（上の段広場）�

消費者行政推進事業（消費者問題トラブルなどの対策）�

防災無線管理費（屋外防災無線塔バッテリー交換など）�

町営バス対策（バス運行委託・購入費など）�

企業誘致対策費(江府町工場設置奨励金など）�

ＤＶ対応心理相談事業�

高齢者買物困難地域緊急支援事業（移動販売事業者への助成）�

障害者医療費通院費助成事業�

家族介護支援対策事業（介護用品支給）�

介護予防支援事業（嚥下機能評価により肺炎予防）�

高齢者等生活支援事業（緊急通報・家事援助など）�

父子年金扶助費（父子家庭に収入に応じて扶養手当を支給）�

予防接種委託料（小児インフルエンザ助成など）　　�

新型インフルエンザ対策事業（防護用品の購入）�

母子健康相談指導事業（妊婦一般健診助成）�

健康診査費（胃がんスクリーニング健診など）�

合併処理浄化槽設置事業�

緊急雇用対策事業�

観光事業（案内看板整備・十七夜補助など）�

江府町農業公社運営補助金�

チャレンジプラン支援事業（新規農業への取組に助成）�

中山間地域直接支払制度交付金事業（農地保全活動への助成）�

畜産新規参入円滑化事業（和牛の導入・施設整備事業に助成）�

美土里情報活用促進事業（土地改良図面整備）�

一旦井手改修事業�

市民農園指定管理委託料�

未整備森林緊急的整備導入モデル事業�

除雪費�

町道改良工事�

地域教育担当指導主事設置（小学校への専門指導者配置）�

中学校３０人学級実施負担金（１・３年対象）�

放課後子ども教室�

養護学校通学支援事業（養護学校への通学支援）�

県民スポレク祭開催事業�

�

柿原地区水源改良工事�

農業集落排水整備事業（宮市・美用）�

（単位：万円）�

総 務 費 �

費 目 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

労 働 費 �

商 工 費 �

農林水産業費�

土 木 費 �

教 育 費 �

簡易水道事業�

農業集落排水事業�

（特別会計）�



　
町
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

江
府
町
高
齢
者
買
物
困
難
地
域
緊

急
支
援
事
業
を
始
め
て
い
ま
す
。�

　
高
齢
者
の
方
の
日
常
品
、
食
料

品
な
ど
の
購
入
を
支
え
て
い
る
移

動
販
売
事
業
は
中
山
間
地
域
で
は
、

地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
事
業
者
に
助
成
を
行
う

も
の
で
す
。�

�

一
．
助
成
対
象
要
件�

ア
）
事
業
の
目
的
に
あ
っ
た
販
売

　
を
行
っ
て
い
る
事
業
者�

�

イ
）
町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
す

　
で
に
移
動
販
売
の
営
業
を
行
っ

　
て
い
る
事
業
者�

�

ウ
）
食
料
品
お
よ
び
日
常
生
活
用

　
品
の
販
売
を
行
う
事
業
者
。�

�

エ
）
高
齢
者
見
守
り
協
定
を
県
お

　
よ
び
江
府
町
と
結
ん
で
い
る
事

　
業
者
ま
た
、
こ
れ
か
ら
高
齢
者

　
見
守
り
協
定
を
結
ぶ
予
定
の
事

　
業
者�

二
．
助
成
対
象
経
費�

　
移
動
販
売
に
つ
い
て
の
経
費
な

ど
を
助
成
。�

�

詳
し
く
は�

役
場
福
祉
保
健
課�

（
電
話
七
五
―
六
一
一
一
）
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

��

鳥
取
県
で
も
中
山
間
地
域
「
暮

ら
し
を
守
る
」
連
携
事
業
が
ス

タ
ー
ト�

　
鳥
取
県
で
も
、
日
野
郡
内
で
地

域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
移
動

販
売
を
行
う
事
業
者
で
、
食
品
衛

生
法
な
ど
に
規
定
す
る
自
動
車
営

業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
事
業
者

に
対
し
て
、
車
両
の
取
得
を
は
じ

め
、
車
検
な
ど
の
一
部
経
費
を
助

成
す
る
事
業
を
始
め
ま
す
。�

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
通
称

：
住
基
カ
ー
ド
）
は
、
国
税
の
電

子
申
告
の
普
及
に
よ
り
作
る
方
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の

普
及
促
進
の
た
め
二
年
間
、
手
数

料
五
百
円
を
無
料
と
し
ま
す
。�

　
住
基
カ
ー
ド
は
、
国
税
の
電
子

申
告
へ
の
利
用
の
ほ
か
、
写
真
付

の
カ
ー
ド
は
、
公
的
な
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。�

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。�

�

　
国
税
の
電
子
申
告
を
ご
利
用
の

際
は
、
カ
ー
ド
の
他
に
電
子
証
明

書
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

�

詳
し
く
は�

役
場
町
民
生
活
課
ま
で�

（
電
話
七
五
―
三
二
二
三
）�

お
年
寄
り
の
暮
ら
し
を
支
え
る

お
年
寄
り
の
暮
ら
し
を
支
え
る�

　
　
移
動
販
売
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

　
　
移
動
販
売
業
者
の
み
な
さ
ま
へ�
お
年
寄
り
の
暮
ら
し
を
支
え
る

お
年
寄
り
の
暮
ら
し
を
支
え
る�

　
　
移
動
販
売
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

　
　
移
動
販
売
業
者
の
み
な
さ
ま
へ�
お
年
寄
り
の
暮
ら
し
を
支
え
る�

　
　
移
動
販
売
業
者
の
み
な
さ
ま
へ�

期間　平成21年４月１日から平成23年３月31日まで�
《電子証明書の申請については、従来どおり500円の手数料が必要です。》�

住民基本台帳カードの手数料が�
　　　　　　　　　　無料になります�
住民基本台帳カードの手数料が�
　　　　　　　　　　無料になります�

住基カードの申請について�

○住基カードについて�

・サイズはキャッシュカード程度�

　の大きさ。�

　（顔写真付と顔写真なしの２種類）�

・有効期限は発行から10年間�

　（電子証明書の有効期限は３年間）�

○申請に必要なもの�

・運転免許証やパスポート、保険証などの本人確認ができるもの�

・認印�

・顔写真（縦45㎜×横35㎜）�

　（６か月以内に撮影された正面・無帽・無背景）�

　　＊顔写真なしのカードの場合は必要ありません。�

○その他�

　住基カードは、即日交付することができません。�

　申請から約10営業日かかります。�
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三
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
統
合
に
伴
っ
て
長
い
歴
史
に
幕
を
引
く
四
小
学
校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
色
と
り
ど
り
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
が
並
ぶ
体
育
館
に
は
、
先
日
卒
業
し
た
六
年
生
と
在
校
生
、
卒
業
生
や
学
校
生
活
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
み
な
さ
ん
が
参
列
。
長
い
歴
史
に
思
い
を

馳
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
胸
に
刻
み
な
が
ら
閉
校
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
式
で
は
、
三
好
教
育
委
員
長
が
閉
校
の
告
示
を
行
い
、
児
童
や
保
護
者
も
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
児
童
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
校
旗
が
竹
内
町
長
に
返
納
さ
れ
、

最
後
に
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
学
校
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。�

　
米
沢
、
江
尾
、
明
倫
、
俣
野
。
各
校
と
も
特
色
あ
る
す
ば
ら
し
い
学
校
で
し
た
。
児
童
の
み
な
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
こ
れ
か
ら
始
ま
る
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
す
。�

　
町
民
の
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
と
、
変
わ
ら
な
い
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！�

67

さようなら　そしてありがとう…�百有余年の歴史に幕、４小学校で閉校式�
閉
校
へ
の
思
い�

川
　
上
　
光
　
隆�

お
別
れ
の
言
葉�

磯
　
江
　
穂
　
香�

　
米
沢
小
学
校
が
閉
校
に
な
る
と
、
ぼ
く
達
が
聞
か
さ
れ
た
の
は

四
年
生
の
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
お
母
さ
ん
か
ら
「
自
分
達

が
最
後
の
卒
業
生
に
な
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
実

感
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
平
成
二
十
年
の
四
月
、
ぼ
く
達
は
い
よ
い
よ
六
年
生
に
な
り
ま

し
た
。
六
年
生
は
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
行
事
で
、
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
大
変
で
し
た
。�

　
春
の
遠
足
で
は
新
入
生
を
連
れ
て
ヘ
リ
ポ
ー
ト
ま
で
歩
き
、
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。
運
動

会
で
は
、
米
沢
っ
子
カ
グ
ラ
を
初
め
て
舞
う
四
年
生
に
教
え
な
が
ら
、
自
分
も
一
生
懸
命
舞

い
ま
し
た
。
綱
引
き
の
ア
ピ
ー
ル
で
は
同
じ
組
の
人
達
と
、
何
度
も
何
度
も
相
談
し
た
り
練

習
し
た
り
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
組
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
ア
ン
カ
ー
で
バ

ト
ン
を
受
け
て
、
最
後
ま
で
走
り
切
り
ま
し
た
。�

　
全
校
で
の
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
た
、
夏
休
み
中
の
親
子
キ
ャ
ン
プ
。
六
年
生
全
員
で
参

加
で
き
た
県
水
泳
大
会
。
苦
し
い
け
れ
ど
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
、

八
百
メ
ー
ト
ル
を
走
り
抜
い
た
陸
上
大
会
。
六
年
生
で
題
名
を

決
め
た
「
思
い
出
」
の
曲
を
、
心
を
込
め
て
歌
っ
た
音
楽
会
。

大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
今
思
い
出
し
て
み

る
と
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。�

　
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
中
で
、
ぼ
く
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
最
後
の
学
習
発
表
会
で
す
。
六
年
生
み
ん
な
で
取
り
組

ん
だ
劇
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
め
ざ
し
て
」
を
、
六
年
生
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。�

　
い
よ
い
よ
米
沢
小
学
校
は
、
百
三
十
五
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
く
続
き
、
ぼ
く
達
の
ふ
る
さ
と
米
沢
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
学
校
が
閉
校
し

て
し
ま
う
こ
と
は
、
と
て
も
残
念
で
す
。
せ
め
て
こ
の
校
舎
だ
け
は
、
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
の

形
で
残
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
四
月
か
ら
は
、
ぼ
く
達
卒
業
生
は
江
府
中
学
校
、
在
校
生
は
江
府
小
学
校
へ
と
進
む
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
米
沢
小
学
校
で
過
ご
し
、
心
の
中
に
し
ま
っ
て
あ
る
た
く
さ
ん
の
思
い
出

は
、
い
つ
ま
で
も
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
ぼ
く
達
を
導
き
支
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
保
護
者
の
方
々
、
地
域
の
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ぼ
く
達
を
ず
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
た
米
沢
小
学
校
に

は
、
言
葉
に
表
せ
な
い
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�あ

り
が
と
う
江
尾
小
学
校�

藤
　
田
　
彩
　
花�

　
今
年
で
、
江
尾
小
学
校
が
な
く
な
っ
て
、
新
し
く
江
府
小
学
校

に
変
わ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
ず
っ
と
目
に
し
て
き
た
校
歌
、
校
章
、

「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」
も
全
部
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
私
は
、
先
生
か
ら
江
尾
小
は
百
三
十
年
以
上
続
い
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
私
の
お
兄
ち
ゃ
ん
も
、
お
母
さ
ん
も
、
江
尾
小
の
卒

業
生
で
す
。
長
い
間
お
世
話
に
な
っ
た
江
尾
小
学
校
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も

さ
び
し
く
思
い
ま
す
。�

　
私
は
江
尾
小
で
い
ろ
ん
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
入
学
し
た
時
、

家
の
人
と
離
れ
る
の
が
い
や
で
、
泣
い
て
ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
も
、
ず
っ
と
見
守

っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
江
尾
っ
子
発
表
会
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
劇
を
し
た
こ
と
、
裏
山

で
友
達
と
一
緒
に
遊
ん
だ
こ
と
、
教
室
で
の
学
習
な
ど
、
こ
の
六
年
間
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
遊
ん
だ
り
で
き
た
の
も
、
こ
の
江
尾
小
学
校
の
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
で
初
め
て
で
き
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
江
尾
小
学
校
で
し
か
作
れ
な

い
思
い
出
を
、
い
っ
ぱ
い
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
江
尾
小
学
校
に
は
、
自
慢
で
き
る
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
あ
い
さ
つ
で
す
。
六

年
生
は
毎
年
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
は
だ
れ
に
で
も
で
き
ま
す
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
伝
統
は
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。
江
尾
小
学
校
は
な
く
な
っ
て

し
ま
う
け
れ
ど
、
こ
の
学
校
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
は
残
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
で
す
。�

　
在
校
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
が
ん
ば
っ
て
、
元

気
の
あ
る
い
い
学
校
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
今
ま
で
よ
り

人
数
も
増
え
る
か
ら
、
み
ん
な
が
仲
良
く
し
て
、
立
派
な
学
校
に

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
伝
統
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。�

　
江
尾
小
学
校
は
、
じ
ま
ん
で
き
る
す
ば
ら
し
い
学
校
で
す
。
私

は
、
江
尾
小
の
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

�

お
別
れ
の
言
葉�

三
　
輪
　
晃
太
郎�

　
ぼ
く
は
五
年
間
、
こ
の
明
倫
小
学
校
で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
学
習
発
表
会
の

こ
と
で
す
。
地
い
き
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
お
願
い

を
し
に
い
っ
た
り
し
て
、
地
い
き
の
み
な
さ
ん
に
は
す
ご
く
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
の
は
難
し
か
っ
た

で
す
が
、
み
ん
な
真
剣
に
取
り
組
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
オ
ペ
レ
ッ
タ
や
合
奏
の
練
習
も

あ
っ
て
す
ご
く
忙
し
か
っ
た
で
す
が
、
苦
労
を
重
ね
た
学
習
発
表
会
は
今
ま
で
に
な
い
出
来

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
明
倫
小
で
も
う
一
つ
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
一
人
一
役
で
す
。
一
人

一
役
は
み
ん
な
と
協
力
し
て
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
ピ
ッ
カ
ピ
カ
に
そ
う
じ
し
ま
し
た
。
き
れ

い
に
な
っ
た
場
所
を
見
る
と
が
ん
ば
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
と
思
い
、
次
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
明
倫
小
学
校
は
三
学
期
に
な
っ
て
、
け
ん
か
が
な
く
な
り
、
い
い

こ
と
を
す
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
明
倫
小
学
校
は
、

日
本
一
す
て
き
な
学
校
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
明
倫
小
学
校

が
な
く
な
る
の
は
悲
し
い
で
す
が
、
江
府
小
学
校
へ
の
期
待
を

む
ね
に
、
こ
の
思
い
出
の
つ
ま
っ
た
明
倫
小
学
校
と
お
別
れ
を

し
ま
す
。�

　
新
し
い
学
校
に
行
っ
て
も
、
明
倫
小
学
校
の
よ
う
な
、
み
ん

な
が
協
力
で
き
る
学
校
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
今
ま
で
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
俣
野
小
学
校
の
桜
も
ま
だ
つ
ぼ
み
で
す
が
、
こ
の
桜
が
満
開
に

な
る
こ
ろ
に
は
み
ん
な
は
こ
こ
か
ら
旅
立
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

へ
と
行
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
の
学

校
も
今
日
で
お
別
れ
と
な
る
と
さ
び
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。�

　
地
い
き
の
み
な
さ
ま
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
始
ま
っ
た
米
作
り
も
、
平
成
十
五
年
、
私

た
ち
が
１
年
生
の
時
で
し
た
。
そ
の
時
の
六
年
生
も
私
た
ち
も
み
ん
な
始
め
て
の
体
験
で
田

ん
ぼ
に
足
を
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
夏
に
な
れ
ば
プ
ー
ル
に
入
り
、
今
年

は
キ
ャ
ン
プ
も
し
ま
し
た
。
初
め
て
学
校
の
夜
を
す
ご
し
て
、
き
も
だ
め
し
や
み
ん
な
で
花

火
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
秋
に
は
い
ね
か
り
が
あ
り
ま
し
た
。
地

い
き
の
方
々
と
作
っ
た
お
米
も
り
っ
ぱ
に
育
ち
ま
し
た
。
冬
に
行
っ
た
お
も
ち
つ
き
も
な
つ

か
し
い
人
に
合
え
た
り
、
思
い
出
を
ふ
り
か
え
っ
た
り
、
最
後
の

も
ち
つ
き
で
み
ん
な
に
あ
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。�

　
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
な
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち

の
学
校
の
た
め
に
い
つ
も
協
力
し
て
下
さ
っ
た
地
域
の
方
々
や
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
四
月
か
ら
は
統
合

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
学
校
を
忘
れ
ず
、
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま
、
先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
俣
野
小
学
校
、
さ
よ
う
な
ら
。�



　
三
月
二
十
七
日
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、｢

明
徳
学
園
」

の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
「
明
徳
学
園
」
は
、
江
府
町
の

最
高
学
府
と
し
て
昭
和
四
十
九
年

に
開
学
。
生
涯
学
習
の
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
と
し
て
、
三
十
年
以
上
も

の
歴
史
を
数
え
ま
す
。�

　
平
成
二
十
年
度
も
新
た
に
十
四

名
の
仲
間
を
迎
え
、
月
一
回
の
開

講
日
に
は
、
一
般
教
養
・
専
門
課

程
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。�

���������

　
修
了
式
で
は
、
は
じ
め
に
学
長

・
藤
原
教
育
長
が
、
こ
の
一
年
間

の
学
事
を
報
告
。
続
い
て
修
了
生

の
報
告
が
行
わ
れ
、
普
通
科
、
高

等
科
、
研
究
科
の
単
位
取
得
者
に

証
書
が
、
ま
た
、
普
通
科
四
学
年
、

高
等
科
四
学
年
を
修
了
さ
れ
た
十

二
名
に
は
、
修
了
証
書
が
そ
れ
ぞ

れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。�

����������

　
ま
た
、
こ
の
一
年
間
、
学
び
続

け
る
心
と
身
体
の
健
康
を
維
持
し
、

休
む
こ
と
な
く
講
座
に
出
席
、
熱

心
に
学
ば
れ
た
十
八
名
の
み
な
さ

ん
に
は
皆
勤
賞
、
普
通
科
四
年
・

高
等
科
四
年
を
修
了
し
た
の
ち
さ

ら
に
研
究
科
で
永
く
学
ば
れ
た
方

に
精
励
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
次
の
十
一
名
の
み
な
さ
ん
に
は

理
事
長
・
竹
内
町
長
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

【
精
励
賞
】�

●
十
七
年
生�

　
　
官
能
　
千
秋
（
本
　
三
）�

　
　
清
水
　
純
子
（
本
　
四
）�

　
　
川
端
　
君
枝
（
本
　
五
）�

●
十
九
年
生�

　
　
上
田
　
義
明
（
本
　
五
）�

　
　
仲
嶋
　
勝
利
（
本
　
五
）�

　
　
川
上
　
　
実
（
本
　
五
）�

　
　
森
田
　
喜
代
（
佐
　
川
）�

　
　
藤
原
　
嘉
久
（
池
の
内
）�

　
　
清
水
　
要
範
（
吉
　
原
）�

●
二
十
一
年
生�

　
　
中
川
　
益
之
（
本
　
二
）�

●
二
十
二
年
生�

　
　
川
上
　
　
操
（
助
　
沢
）�

●
二
十
五
年
生�

　
　
新
見
美
屋
子
（
袋
　
原
）�

　
『
生
涯
学
習
』
が
、
一
般
的
な

言
葉
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

定
着
し
て
か
ら
ど
の
く
ら
い
た
つ

で
し
ょ
う
か
。
人
の
学
び
は
、
赤

ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
の
胎
内
で
聞

く
言
葉
や
音
楽
に
始
ま
り
、
年
齢

を
重
ね
る
ご
と
に
形
を
変
え
な
が

ら
続
い
て
い
く
も
の
で
す
。
与
え

ら
れ
る
も
の
か
ら
自
ら
得
る
も
の

へ
。
自
ら
学
ぶ
意
欲
、
前
向
き
な

姿
勢
は
、
身
体
と
心
の
健
康
に
つ

な
が
り
ま
す
。
精
励
賞
を
受
賞
さ

れ
た
方
々
の
姿
に
は
、
い
つ
も
向

上
心
を
忘
れ
ず
自
分
を
み
が
き
、

ひ
た
む
き
に
学
習
し
て
こ
ら
れ
た

歴
史
が
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
背
中
を
見
つ
め
る
学

園
生
の
み
な
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
は
、

「
先
輩
に
続
こ
う
！
」
と
新
た
な

学
習
意
欲
で
輝
い
て
い
ま
し
た
。�

���������

　
式
の
締
め
く
く
り
は
、
学
園
開

講
日
の
恒
例
と
な
っ
た
町
民
歌

『
江
府
町
讃
歌
』
の
斉
唱
。
全
員

の
歌
声
で
学
園
の
長
い
歴
史
に
新

し
い
時
を
刻
み
、
修
了
式
を
閉
じ

ま
し
た
。�

�

＊
一
年
間
の
学
習
の
成
果�

　
　
専
門
課
程
の
作
品
と
文
集
＊�

�

　
修
了
式
会
場
に
は
、
専
門
課
程

の
う
ち
、
華
道
・
書
道
・
陶
芸
・

手
工
芸
・
水
墨
画
の
受
講
生
の
力

作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。�

��������

　
ま
た
、
今
年
も
学
生
自
治
会
編

集
の
文
集
『
明
徳
』
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
で
十
八
集
と
な
る

文
集
『
明
徳
』
は
、
一
年
間
の
学

習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

作
品
の
写
真
や
、
課
題
に
合
わ
せ

た
随
筆
、
句
な
ど
の
力
作
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
編
集
は
す
べ
て
学

園
生
の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

文
集
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
明

徳
学
園
事
務
局
（
公
民
館
：
電
話

七
五
―
二
〇
〇
五
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。�

継
続
は
力
な
り
、
一
四
二
名
が
単
位
取
得�

平
成
二
十
年
度�

明
徳
学
園
修
了
式�
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▲学長学事報告�

▲修了者代表へ修了証書授与�

▲25年生　新見さん�

▲高らかに『江府町讃歌』斉唱�



Hi, everyone.�

This month, I’d l ike to ta lk about one of my fr iends who went to Afr ica for char ity work.�

She is actually someone from this town; her name is Uehara Nao.　Right now, she is trying to�

help children and teachers in Uganda and so she is selling cell phone straps to buy textbooks.�

Right now, even the teachers don’t have one.　They are quite aesthetical ly pleasing and it�

will help the children in Uganda so if you are interested, please go to the Uehara pharmacy in�

Ebi and check it out! It’s near the supermarket, Aikyo.�

By the way, she is stil l in Africa so her family is selling the straps.�

�

こんにちは、皆さん。�

今月は最近チャリティの仕事でアフリカにいる友達のことを話したいと思います。�

実はこの町に生まれた人です：彼女の名前は、上原なおといいます。今、ウガンダの子供と先生の�

ために、ウガンダの子供が作ったストラップを売って教科書を買おうとしています。教科書は先生�

でさえ持っていません。子供たちも持っていないので勉強が大変だそうです。�

ストラップが独特できれいなので、興味ある人は「上原健康堂」へ行ってみてください！場所はス�

ーパーの「あいきょう」の近くにあります。�

ところで、本人は現在アフリカにいるので、なおさんじゃなくて家族が売っています。�

ブライアン
のフリートーク⑳ブライアン
のフリートーク⑳

　
な
お
、
任
期
満
了
で
退
任

と
な
っ
た
藤
堂
裕
基
委
員
に

は
、
二
期
六
年
間
の
活
動
に

対
す
る
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
相
談
業
務
、
啓
発

業
務
を
は
じ
め
と
す
る
人
権

施
策
に
幅
広
く
ご
尽
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。�

　
四
月
六
日
、
三
月
末
の
任
期
満
了
に
伴
っ
て
新
た
に
委
嘱
さ

れ
た
人
権
擁
護
委
員
に
、
委
嘱
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
た
び
法
務
大
臣
か
ら
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
再
任

の
藤
原
敏
江
委
員
（
池
の
内
）
と
、
新
任
の
道
下
隆
秀
委
員

（
本
一
）
。�

　
任
期
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。�

お世話になりますお世話になります�お世話になりますお世話になります�お世話になります�

人権擁護委員に藤原敏江さん（池の内・再）、道下隆秀さん（本一・新）�

　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の人たちです。この制度は、日ごろ地域に根ざした活動を行って
いる民間の人たちが、地域の中で人権思想を広め、人権侵害が起きないように見守り、人権を擁護していくこ
とが望ましいという考えから設けられたものであり、諸外国にも例を見ない制度です。�
　人権擁護委員には守秘義務があります。相談の内容や身の上などの個人の秘密を守り、人格を尊重すること
が人権擁護委員法に明記されています。決して外へ漏れることはありませんので安心して相談できます。�

■人権擁護委員制度って？■�
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▲道下隆秀委員� ▲藤原敏江委員�



●
　
支
給
対
象
者�

　
①
江
府
町
内
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
及
び
高

　
　
等
専
門
学
校
、
大
学
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
に
在
学
す
る
者
。�

　
②
次
の
い
ず
れ
か
の
制
度
で
修
学
資
金
の
貸
与
、
ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
る
者�

　
　
　
★
　
鳥
取
県
育
英
奨
学
金�

　
　
　
★
　
鳥
取
県
専
修
学
校
奨
学
資
金�

●
　
支
給
額�

　
　
　
★
　
自
宅
通
学
者
　
　
月
額
　
四
〇
〇
〇
円�

　
　
　
★
　
自
宅
外
通
学
者
　
月
額
　
六
〇
〇
〇
円�

●
　
申
請
に
は
「
在
学
証
明
書
」
と
「
貸
与
決
定
通
知
の
写
し
」
が
必
要
で
す
。�

　
　
　�

　
　
く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
（
電
話
　
七
五
・
二
二
二
三
）
ま
で�

江
府
町
進
学
奨
励
金�

　
町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
や
進
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
、
援
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

●
　
支
給
対
象
者
（
次
の
状
態
に
あ
る
小
・
中
学
生
の
保
護
者
）�

　
　
　
離
別
・
死
別
等
に
よ
り
母
子
家
庭
と
な
っ
た
世
帯
、
企
業
の
閉
鎖
や
会
社
の
倒
産

　
　
　
に
よ
り
一
時
的
に
収
入
が
激
減
し
た
世
帯
、
災
害
や
入
院
に
よ
り
世
帯
の
支
出
が

　
　
　
著
し
く
増
え
た
世
帯
　
な
ど�

●
　
支
給
対
象
経
費�

　
　
　
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費
、
通
学
費
（
支
給
額
は
、
国
の
保
護
制
度
に

　
　
　
基
づ
き
、
町
で
定
め
て
い
ま
す
）�

●
　
申
請
後
、
世
帯
の
所
得
状
況
調
査
を
行
い
、
支
給
を
決
定
し
ま
す
。�

要
保
護
家
庭
等
就
学
援
助
費�

学
ぶ
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！�

【チロルジュニア江府（野球）】�
　★対　　象　　小学生�

　★練習日時　　平　　　日：週３回程度　17：30～又は19：00～（ナイター練習もあります）�

　　　　　　　　土日・祝日：半日又は１日�

　　　　　　　　　　（団員には、練習表を配布します）�

　★練習場所　　運動公園総合グラウンド�

　★問い合わせ先　　保護者会長　岡田　彰（電話75－3730）�

　江府町スポーツ少年団（野球・剣道）では、がんばる仲間を募集しています。運動が苦手・・・とか、�

ルールがわからないから・・・なんて、立ち止まっている人はいませんか？はじめは誰も同じです。仲�

間づくり、体力づくりに、どうぞ気軽にご参加ください。�

【江府町剣道スポーツ少年団】�
　★対　　象　　保育園児～中学生�

　★練習日時　　毎週金曜日　午後６：30～７：30�

　★練習場所　　江府中学校　友信館�

　★問い合わせ先　　代表指導者　遠藤敏彦（電話７５－３２４０）�

�

この指とまれ、こうふっ子！�

スポーツ少年団員募集中ですスポーツ少年団員募集中です!!!!スポーツ少年団員募集中です!!
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4月の本棚�4月の本棚�
～町立図書館より～�～町立図書館より～�

♪江府町立図書館♪�
開館時間　月 ～ 金　8：30から19：00�

　　　　　土日・祝　8：45から17：30�

4月から土日・祝日の開館時間が変わりました�

・丹後殺人迷路　西村京太郎　　・十津川警部「ダブル誘拐」　西村京太郎�

★人生、成り行き　立川談志　　・女も、不況？　酒井順子　　・志ん生芸談　古今亭志ん生�

・本田式サバイバル・キャリア術　本田直之　　・ナイン・ストーリーズ　J・D・サリンジャー�

・ぼくは考える木　ポーシャ　アイバーセ　　★こんな感じ　群ようこ�

・殺し合う家族　新堂冬樹　　・納棺夫日記　青木新門　　・ポトスライムの舟　津村記久子�

・ちくま日本文学集　宮沢賢治、夏目漱石ほか　　・プリンセス・トヨトミ　万城目学�

・恋文の技術　森見登美彦　　・幕末史　半藤一利　　・森に眠る魚　角田光代�

・英雄の書（上）（下）　宮部みゆき　　・運命の日（上）（下）　デニス・ルヘイン�

・百年の孤独　ガルシア＝マルケス　　・族長の秋　ガルシア＝マルケス�

小説・エッセイなど�

・元気が出るゲバラ語録　知的好奇心研究会　　・作ってあげたい彼ごはん　SHIORI�

・ニッポン・サバイバル　姜尚中　　・断る力　勝間和代�

・トヨタ・ショック　井上久男、伊藤博敏�

そのほか�

「百年に一人の逸材」と賞される現代落語の至宝は、挿話と騒動の多彩さもまた

国宝級である。戦時中の少年時代から小生意気な前座・二つ目時代、真打昇進の

ごたごた、鳴り物入りの政界進出、落語協会脱会と立川流創設の裏話、そして芸

談と私生活まで。立川流顧問の吉川潮に初めて語り尽くした半生と言い遺してお

きたいこと。�

★人生、成り行き　立川談志�

　慢性的な体調不良、体型の変化、親の健康問題…。いろいろ悩みはあるけれど、

自分の人生引き受けて50年。大人な女３人の、ぼやきつつもクールで、時々過剰

な日常。笑えて沁みる、連作小説。�

★こんな感じ　群ようこ�

　子どもたちにもっと本を！の願いから始まった「子どもの読書週間」。小さい

ときから本を読む楽しさを知ることは、子どもの成長にとって大切なことなので

す。�

　今月は、長年愛され続けている本を展示します。子どもだけでなく、大人も一

諸に本の楽しみを再発見しませんか？（展示こーなーで、４月１１日から）�

４月23日～５月12日は�
　　　　　　「子どもの読書週間」!!

TEL　75－2005

あたらしく入った本�

★おすすめ★�★おすすめ★�
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　子どもたちの健やかな成長を願って、毎年5月5日の｢こ
どもの日｣から一週間は、児童福祉週間とし全国で様々
な啓発行事が行われます。　みんなで、子どもたちが健
やかに育っていけるような環境・社会を作りましょう。�
　平成21年度の標語�
　　　ありがとう　つたわるこころが　うれしいよ�

児童福祉週間　5月5日から11日�

　４月から始まる奥大山ぶなの森クラブの運動教室とし
て行います。体力づくりの一環として、ぜひ入門してみ
てください。�
○申込方法　�
　　参加申込書に必要事項を記入し、事務局に申込みを
　してください。�
○会費など　クラブ年会費　　　　　2,000円�
　　　　　　太極拳クラブ運営費 　10,000円�
○申込・問合せ先�
　　江府町教育委員会　　　電話75－2223�
　　役場福祉保健課内加藤　電話75－6111

太極拳クラブ・入門教室参加者募集�

下水道使用料算定人数の変更申請について�
　現在、一般家庭の下水道使用料は、住民登録人数を基
に算定しています。４月から、６か月以上の長期不在者
がいる場合は、証明書を添えて算定人数の変更ができる
ことになりました。�
　変更申請は４月１日から随時受付けています。次の事
由に該当し、算定人数の変更をご希望の方は、お問い合
わせください。�
　承認期限は、平成21年４月使用分から平成22年３月
使用分までです。次年度も継続して人数変更をご希望の
場合は、再度申請が必要です。�
○該当事由と添付書類�
１．老人ホーム、介護施設、病院などの各種施設などに�
　　６か月以上入所�
　　→　施設の入所証明書�
２．その他の事情により６か月以上居住していない�
　（学生・単身赴任は該当しません）�
　　→　区長・民生委員などの証明書�
○問合せ先　役場建設課（電話75－3306）�

　冬期間、金・土・日曜日に営業していました「み
ちくさ」ですが、４月16日から次のとおり平常
営業となります。�
○定 休 日　　毎週水曜日�
○営業時間　　９時～17時�
○問合せ先　「みちくさ」電話75－2032

美保基地航空際の案内�
○日　時　５月24日　９時～15時�
○場　所　航空自衛隊美保基地内（境港市小篠津2258）�
○内　容（予定）�
　・航空機地上展示�
　（C－1、YS－11、T－400など）�
　・航空機展示飛行�
　（ブルーインパルス、F－15、F－2など）�
　・主要装備品展示�
　（移動式警戒レーダー、航空機車輪の作動展示など)�
○その他　自家用車の基地乗り入れはできません。�
　　　　　無料駐車場は用意しますが、公共交通
　　　　　機関をご利用ください。�
○問合せ先　�
　航空自衛隊美保基地渉外室広報班�
　　電話　0859－45－0211�
　　メール　3taw-adm010@inet.asdf.mod.go.jp�
　　ホームページ�
　　　　　　http://www.mod.go.jp/asdf/miho/

借金問題必ず解決できます�

平成２１年度の老齢基礎年金額は、平成20年度と同額となります。�

�

�

�

＊厚生年金は、夫が平均的収入（平均標準報酬額36万円）で40年間就業し、妻がその期間すべて専業主婦で 

　あった世帯の新規裁定の給付水準�

　一人で悩まずに、鳥取県消費生活センターへご
相談ください。西部相談室では、４月から土曜日・
日曜日も相談をお受けします。�
○場所　米子コンベンションセンター４階�
　　　（米子市末広町294番地）�
○相談受付時間　８時30分～17時（祝日休み）�
○電話番号など�
　　　電　話：0859－34－2648・2668�
　　　ＦＡＸ：0859－34－2670

平成２１年度の年金額について�

INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION

「みちくさ」からのお知らせ�
江府町特産物直売所�

国民年金（老齢基礎年金：１人分）�
国民年金（老齢基礎年金：夫婦２人分）�
厚生年金（夫婦２人分の老齢基礎年金を含む標準的な年金額）�

平成20年度�
66,008円�
132,016円�
232,592円�

平成20年度と�
同額�

平成21年度�

12



8:30～17:30

7:30～16:15�
8:30～17:15�
10:00～18:45

7:00～16:00�
12:00～21:00

7:45～16:45

9:00～17:00�
の間の7時間程度�

江府町人権同和問題啓発標語�

米沢小学校１年　かわかみ　つばさ　こえかけて　みんなでいっしょに　あそぼうよ�
江尾小学校１年　きたに　あきら　ともだちは　ぼくのたいせつな　たからもの�

学校名、学年は応募があった平成20年度時点で掲載しています。�

行� あ� こ�事� れ� れ�
都合により、日程が変更される場合があります。�4月�

5月�

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。�

●求人情報・採用に関することなどは米子公共職業安定所根雨出張所 (TEL72-0065) へ連絡して下さい。�

4月分�

●広域隣保活動の参加希望者は本五集会所（　75－2624）へ連絡してください。�

ハローワークハローワークからから求人情報求人情報�ハローワークから求人情報�

賃 金 �就業時間�年齢�所 在 地 �求人事業所名� 職 種 �

7:30～16:15�
8:30～17:15�
10:30～19:15�
16:30～ 9:45

社会福祉法人寿耕会　チロルの里�久連7 192,672～202,86459歳以下�計画作成担当者�

日 野 病 院 組 合 �
日野町野田332�
(介護老人保健施設
あやめ又は日野病院)

186,700～320,000不問�看護師�

日 野 病 院 組 合 �
武庫475�
(介護老人保健施設
あやめ)

136,500不問�介護職員�

休暇村　大山鏡ヶ成�御机709-1 144,000不問�フロント係�

休暇村　大山鏡ヶ成�御机709-1 134,400不問�送迎・施設係�

( 株 ) 　 か わ ば た �笠良原� 時給800不問�販売員�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

1�

2�

3�

4�

5�

6�

�

7�

�

8�

9�

10

金�

土�

日�

月�

火�

水�

�

木�

�

金�

土�

日�

�

�

�

�

�

�

ふれあいデー�

５歳児健診（第１回）�

太極拳クラブ・入門教室�

�

�

�

�

�

�

子供の国保育園�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

�

�

�

�

�

�

10：00～11：30�

13：00～16：30�

17：30～18：45

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

13�
�

14�

�

15�

�

�

16�

�
�

17�

18�

19�

20�
�

21�
�

22�

�
�

23�

�

月�
�

火�

�

水�

�

�

木�

�
�

金�

土�

日�

月�
�

火�
�

水�

�
�

木�

�

江府町食生活改善推進協議会総会�

ふれあいデー�

江府町あすなろ会総会�

中学校修学旅行（17日まで）�

ふれあいデー�

健康推進委員会�

太極拳クラブ・入門教室�

納税組合長会議�

�

�

�

町春季グランドゴルフ大会兼郡体予選会�

ふれあいデー�

区長会�

�

犬・ネコ引取り日（事前連絡必要）�

ふれあいデー�

太極拳クラブ・入門教室�

小学校修学旅行（24日まで）�

�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

東京方面�

子供の国保育園�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

�

�

�

せせらぎ公園�

子供の国保育園�

山村開発センター�

�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

広島方面�

�

9：30～�

10：00～11：30�

10：30～�

�

10：00～11：30�

13：30～16：00�

17：30～18：45�

19：00～�

�

�

�

9：00～�

10：00～11：30�

19：00～�

�

9：30～9：45�

10：00～11：30�

17：30～18：45�

�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

24�

25�

26�

27�
�

28�
�

29�
�

30

金�

土�

日�

月�
�

火�
�

水�
�

木�

家族の会�

�

�

�

ふれあいデー�

明徳学園�

毛無山登山道開き祭�

ふれあいデー�

太極拳クラブ・入門教室�

総合健康福祉センター�

�

�

�

子供の国保育園�

山村開発センター�

中電サージタンク前広場�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

10：00～12：00�

�

�

�

10：00～11：30�

10：00～�

9：30～�

10：00～11：30�

17：30～18：45
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人　　　事（４月1日）�

【特別職】�
副町長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮本　正啓�

�
【課長級】�
総務課長（総務課参事）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影山　久志�

農林産業課長兼農業委員会事務局長（農林産業課長）　　　　　　　　　　大田　敏朗�

議会事務局長（日野町江府町日南町衛生施設組合事務局長）　　　　　　　梅林　茂樹�

教育振興課長兼人権同和対策室長（議会事務局長）　　　　　　　　　　　山川　浩市�

会計管理者兼出納室長（教育振興課社会教育室長兼公民館長兼図書館長）　森田　哲也�

総務課参事（会計管理者兼出納室長）　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬島　明正�

教育振興課社会教育室長（建設課課長補佐）　　　　　　　　　　　　　　川上　　豊�

�

【課長補佐級】�
福祉保健課課長補佐（福祉保健課係長）　　　　　　　　　　　　　　　　川上　良文�

農林産業課課長補佐兼農業委員会事務局局長補佐（福祉保健課課長補佐）　白石　和恵�

農林産業課課長補佐（農林産業課係長）　　　　　　　　　　　　　　　　小林　健治�

建設課課長補佐（町民生活課課長補佐）　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　　泉�

教育振興課課長補佐兼社会教育室室長補佐兼公民館長兼図書館長�

（教育振興課課長補佐兼社会教育室室長補佐兼公民館館長補佐兼図書館館長補佐）　石原由美子�

日野町江府町日南町衛生施設組合事務局長（農業委員会事務局長）　　　　中川　秀樹�

�

【係長級】�
総務課係長兼町民生活課係長（福祉保健課係長）　　　　　　　　　　　　西岡　浩治�

福祉保健課係長（町民生活課係長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅林　明宏�

農林産業課係長（総務課係長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松原　俊二�

�

【主任級】�
企画政策課主任（町民生活課主任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷口　博志�

福祉保健課主任（企画政策課主任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　道下　尚徳�

教育振興課社会教育室主任（教育振興課主任）　　　　　　　　　　　　　松井　英樹�

�

【主事級】�
町民生活課主事（教育振興課社会教育室主事）　　　　　　　　　　　　　中尾　達治�

町民生活課主事（農林産業課主事兼農業委員会事務局）　　　　　　　　　齋鹿　利恵�

町民生活課主事（町民生活課主事補）　　　　　　　　　　　　　　　　　奥田真理子�

�

採　用�
農林産業課主事補兼農業委員会事務局員　　　　　　　　　　　　　　　　生田　知帆�

�

退　職（3月31日）�
副町長（鳥取県へ復職）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　友昭�

総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮本　正啓�

教育振興課長兼人権同和対策室長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤　　功�
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交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　1,149日　（４月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　　　12日　（４月１日現在）�

ご　寄　付�

15

納付期限� 《４月の納税は》�

・軽自動車税�

納期限は４月30日(木)です。�
（口座振替は４月30日）�

４月分�
平成21年６月１日まで�

　社会保険事務所から送られて�

いる納付書を添えて金融機関で�

お支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上記�

期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（３月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　大河原　安田　幸司　本人退院�

　　貝　田　車　　　強　本人退院�

　　柿　原　奥田　昭美　本人退院�

◎香典返しとして�

　　本町三　川上　啓子　父雄右死去�

　　吉　原　新見千津子　夫俊明死去�

　　下安井　河本　安年　母安枝死去�

　　一　旦　遠藤　常磐　夫量之死去�

　　柿　原　加藤　一夫　父勇死去�

　　美　用　下垣　　稔　父茂死去�

　　貝　田　末次　秩子　夫健三死去�

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。�

町の人口　3,591人（－27）�

男　1,684人（－20）�

女　1,907人（－７）�

�

世帯数　1,140世帯（－２）�

�

３月末現在（　　）は前月比�

３月届�
（敬称略）�

人の動き�

)

�

�

◎ご結婚を祝します�

梅林　佑基　　新道�

坪倉美智子　　日南町から�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

吉　原　新見　俊明　75歳　　千津子�

貝　田　末次　健三　79歳　　秩子�

本町三　川上　雄右　77歳　　啓子�

下安井　河本　安枝　83歳　　　登�

柿　原　加藤　　勇　83歳　　一夫�

本町一　谷口　孝宗　78歳　　都子�

美　用　下垣　　茂　88歳　　　稔�

小江尾　篠田　光一　60歳　　光雄�

　代表監査委員の生田政美さんの辞任に伴い、

３月25日、新たに監査委員に選任された砂原和

省さん（佐川）に辞令が交付されました。任期

は平成25年３月までの４年間となります。�

代表監査委員交代代表監査委員交代�代表監査委員交代�

多重債務・ヤミ金融等相談会多重債務・ヤミ金融等相談会[４月分４月分]多重債務・ヤミ金融等相談会[４月分]

新会長　加藤恭子さん�

　池の内常盤会は総会を３月29日に開き、新

会長に加藤恭子さんを選出した。スポーツマ

ンであり、かつて民間会社のマネージャーも

勤めた加藤さんは、現在も農業のかたわら、「ア

イリス合唱団」など町内の文化団体に参加、

積極的な生き方で周囲を勇気付ける。�

　創立45周年、常盤会第10代会長に初の女性

を選んで、会員の意気が揚がった。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　池の内常盤会顧問　小田隆�

＝＝　投　稿　＝＝�

会長に加藤恭子さん　～老人クラブ池の内常盤会～�

弁護士や司法書士などの専門家による無料の法律相談会です。�

（面談相談）�

＊相談会前でも、消費生活センターの専門相談員が相談に応じて

　います。�

　秘密は厳守します。安心してご相談ください。�

�

○日　時　４月22日　13時～16時�

○場　所　米子コンベンションセンター　第５会議室�

○定　員　18人�

○その他　相談は予約制です。相談時間は１人あたり約30分です。�

○申込・問合せ先�

　西部消費生活相談室　電話：0859－34－2648、2668�

　【受付：８時30分から17時　（休業日は祝日）】�

あきらめないで！借金問題は必ず解決できます！�
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　３月28日、子供の国保育園で卒園

式がありました。今年度卒園する園

児は、25人。身体も心も大きくなっ

て保育園を卒園していきました。�

春の訪れ�春の訪れ�春の訪れ�
　３月12日より、鍵掛峠から伯耆町桝水原に抜ける道路、元大山環状

道路の除雪が行われました。春を思わせる陽気のなかでの、除雪開始

となりました。�

　除雪完了後に降雪があり、通行止めになる日もありました。�

　今後は、新緑が濃くなり、さわやかな気候となります。ぜひ鍵掛峠

からの景色をご覧ください。�

大きくなりました�大きくなりました�


